
目 的 当路線、骨格幹線道路である(都)大和中央道は、４車線道路として整備が進められてき
たが、当該区間については、用地交渉難航により、北行１車線の暫定整備となっている。
また、市事業である敷島工区の進捗が図られていることから、当区間を整備することによ
り、ボトルネック区間を解消し、骨格幹線道路ネットワークの形成を図る。

【奈良県道路整備基本計画の位置付け】
「骨格幹線道路ネットワークの形成」

事業内容 計画延長 ： Ｌ＝０．１ｋｍ

計画諸元 ： 道路区分 ４種１級 設計速度 ６０km／h 車線数 ４車線

事業内容 ： 現道拡幅（４車線）

着手年度 平成２９年度 完成年度 平成３３年度 全体事業費 ３００百万円

＜横断図＞
着手前 完了後

事業の必要
性

【必要性】

①(都)大和中央道は、奈良県道路整備基本計画において、骨格幹線道路ネットワーク
に位置づけ

②当該区間の南側において、奈良県道路整備基本計画に市施工事業として位置づけ
ている(都)大和中央道（敷島工区）が事業中

【緊急性】

①敷島工区の整備により、一般県道谷田奈良線以北が４車線道路としてつながり、交
通量が増加することが見込まれることから、ボトルネック区間の解消が急務

上位計画等

事業の有効
性

（事業により
予想される
効果及び影
響）

○当該区間を４車線整備することで、学研都市や奈良市北部と県道谷田奈良線や近鉄
西大寺駅方面へのアクセス機能の拡充が見込まれる。

コスト縮減へ
の取組み

地元情勢等

他計画他事
業との関連

○奈良市による都市計画事業（（都）大和中央道の整備）

事業名 社会資本整備総合交付金事業（道路改良） 路線名等
な ら せい か

主要地方道 奈良精華線

箇所名
なかやまちょう

奈良市中山町

【担当課：道路建設課】
事業箇所総合評価シート
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＜車両渋滞状況写真＞

奈良精華線
（中山町）

延長 L=0.1km
奈良市の都市計画事業区間にお
いては、工事に着手している。事
業完了後は交通量が更に増大す
ることが想定されるため、一体的
な整備が望まれる。

至西大寺駅

敷島町

押熊町

写真②

当該区間の前後区間は片側２車線
改良が完了しているが、当該区間の
北行き車線が暫定１車線であり、車
両の円滑な走行を妨げている。

交通量：17,228台/日
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新規事業箇所

主要地方道奈良精華線より転写

この地図は国土地理院の５万分の１を転載（奈良県道路網図平成２７近複第２１号）

※写真は、奈良県撮影

ＨＰ用


